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海外安全対策情報 

２０２５年１月～３月 

在オークランド総領事館 

 

１ 治安情勢・一般犯罪の傾向 

（１）一般治安関係 

ＮＺでは、強盗（店舗に自動車で突っ込み強奪する「ラムレイド」を含む）や侵入窃盗（空

き巣など）、車上ねらいや繁華街での暴行事件が多く発生しているため、防犯対策には十分

な注意が必要です。また、犯罪組織（いわゆるギャング）の抗争もしばしば勃発しており、

これらに巻き込まれることのないよう、繁華街等では特に注意してください。また、電話等

でお金を騙し取る特殊詐欺が多発していることから、不審な電話等には十分に注意してく

ださい。このほか、ＮＺ国内では覚醒剤（メタンフェタミン）等の薬物組織犯罪が社会問題

化していますので、留意してください。 

 

（２）オークランドの犯罪傾向 

2025 年 1 月～3 月のオークランド市の犯罪傾向についてオークランド警察は次の通り発

表しています。 

  

 

注：表の中の Previousと記された件数は、昨年同時期の事件件数です。 

 

（３）最近の犯罪等  

 詳細はニュージーランド警察 HPをご覧ください。 

https://www.police.govt.nz/news/districts 
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ア 窃盗 

➢ NZ警察は、1月 21日～23日にかけてロトルア市において、ショッピングカートの不正

利用した 13人を逮捕し、ショッピングカート 45台が回収した。 

 

➢ ヘラルド紙は、女性従業員が会社の資金を横領し逮捕されたという記事を掲載した。同

従業員は、2019 年 10 月 24 日から 2023年 3月 27日までの間に 142 回に渡り、自家用

車の修理代や芝刈り機、洋服等の購入に使用したとの由。 

会社内の資金を横領にかかる起訴、有罪判決の件数統計は次のとおり。
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➢ ヘラルド紙は、オークランド市北部に所在するキャンベルズベイ・テニスクラブにおい

て、コート使用料を支払うために設置されたオネスティ・ボックスが地面から掘り起こ

され盗まれたという記事を掲載した。このボックスはクリスマス前から中身の回収が

されておらず、おそらく数百 NZドルが入っていた可能性があるとの由。 

 

イ 違法薬物に関する犯罪 

➢ ヘラルド紙は、NZ 警察はベイオブプレンティ地方のオポティキにおいてギャングへの

強制捜査を実施し、その結果、覚醒剤の使用を 50％減少したが、NZ全体のメタンフェ

タミンの消費量は 2024年後半に 2倍以上となり、過去最高を記録したという記事を掲

載した。2018年以降、違法薬物の消費を監視するため、人口の 75％に対して廃水薬物

検査が用いられている。これまで記録的な摘発件数であるにも関わらず、違法薬物の使

用量が増加傾向にあるのには、メキシコの麻薬組織（カルテル）やアジアの犯罪組織

（シンジケート）が市場にあふれ、違法薬物が安価で入手できるようになったためであ

る。2017年には 1gあたり 563NZDだったが、2024年には 1gあたり 360NZDとなり、一

人あたりの消費量が増加すると同時に、これまで使用経験のない人が使用するように

なった。 

 

ウ その他の犯罪 

➢ 2月 14日、オークランド南部において、NZ警察からの車両停止命令を受けた車両から

手製のテーザー銃が発見された。 

 

エ 日本人が巻き込まれた案件 

➢ 内国歳入省（IRD）の職員を名乗る人物から電話があり、アカウント登録に不備がある

として、実際に正規アカウントにログインしたところアラートが出たため、信じ込んで

しまい、銀行口座情報、旅券情報等を共有したところ、口座からお金を引き落とされて

しまった。 

➢ レストランで打ち合わせ中に席を外したところ、机の下に置いていた鞄を盗難にあっ

た。 

➢ オークランド市内において、バス内で 3 人組のティーンエージャーに怒鳴られ、帽子

を引っ張られるなどの嫌がらせを受けた。 

 

２ テロ・爆弾事件発生状況 

現在、ニュージーランドのテロ脅威度は低レベル(Low)となっています。 

［参考：テロ脅威度評価］ 
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３ 日本企業の安全に関する諸問題 

特に認知されておりません。 

 

以上 


